
  

 

令和６年３月２８日 

 

バッテリー分野初の産学連携教育プログラムがスタートします！ 

～「バッテリー人材育成の方向性 2.0」をとりまとめました～ 

 

   

関西蓄電池人材育成等コンソーシアムは、今年度の活動内容及び来年度以

降の取組概要等をとりまとめた「バッテリー人材育成の方向性 2.0」を公表

します。 

来年度から、高校生・高専生・大学生・社会人等の各レイヤー向けに、バ

ッテリー分野初の産学連携による教育プログラムが本格的にスタートしま

す。さらに、より多くの地域・教育機関等でのバッテリー教育実施に向けて、

参画機関等と連携しながら取組の拡充を進めます。 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

１．取組の背景 

蓄電池産業戦略(令和 4 年 8 月 31 日公表)において示された、2030 年での国内

150GWh、グローバル 600GWh の製造能力確保という目標実現に向けては、バッテ

リー人材の育成・確保が喫緊の課題となります。 

今年度、関西蓄電池人材育成等コンソーシアムは育成対象となる人材ごとのバッ

テリー教育プログラムを具体化するべく取組を推進し、このたび、今年度の活動内

容及び来年度以降の取組概要等を「バッテリー人材育成の方向性 2.0」として、とり

まとめました。 

令和 6年度から、高校生・高専生・大学生・社会人等、各レイヤー向けのバッテリー

教育が本格的にスタートします。 
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（別紙）バッテリー人材育成の方向性 2.0 

 

２．バッテリー教育プログラムの概要 

○高校生・高専生向け 

今年度、産学協同の検討会において学びとの接続を踏まえて作成した「見る・聞

く・触れる・知る・考える」の要素を備えた教材コンテンツや、産総研関西センター

における小型電池製造実習を活用し、バッテリーに興味・関心を持つための教育

プログラムを工業高校・高専の計 1４校において実施します。 

 

○大学生・大学院生・社会人(企業人材)向け 

産総研関西センターにおいて、本コンソーシアム参画機関との連携により、専門

的に学ぶための教育プログラムを提供します。 

また、近畿大学（理工学部）において、産総研関西センターが提供するプログラ

ムの一部も活用しながら、既存の授業等を再構築した学科横断的な「バッテリー

人材育成プログラム」を開講します。 

 

 ※詳細は、（別紙）バッテリー人材育成の方向性 2.0 及び以下の HP を参照くだ

さい。 

産総研関西センターHP： 

https://www.aist.go.jp/kansai/ja/collabo/battery_hrd/index.html 

近畿大学ニュースリリース：https://newscast.jp/news/8892500 

 

３．今後について 

バッテリー教育プログラムを実施する教育機関（高校・高専・大学等）等を拡充する

ため、取組内容等の周知や連携強化、教員向け研修会等を実施します。 

また、参画機関等と連携しながら、高校・高専等においてさらに学びを深めるため

に必要とされる教材コンテンツ等の作成等も行い、バッテリー教育の拡充を目指し

ます。 

 

 

【参考】 関西蓄電池人材育成等コンソーシアムについて 

関西蓄電池人材育成等コンソーシアムは、蓄電池関連産業が集積している関西エ

リアにおいて、バッテリー人材の育成・確保等に資する取組を推進するため、発足

しました。2024 年 3 月 28 日現在、産業界、教育機関、自治体、支援機関等、46 機

関が参画しています。（事務局：BAJ・BASC・近畿経済産業局） 

https://www.aist.go.jp/kansai/ja/collabo/battery_hrd/index.html
https://newscast.jp/news/8892500
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